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＜連絡事項＞

· 本日、ローテーション研修のため、苅田葉子さんが来所している。明日は午前中は外来見学し、午後に通所ローテーション研修実施。

· 今月中で個人評価表を実施すること。

· 本日13：30～西病棟にて、吉田富秋様の退院療養会議実施（参加：飯野）

＜デイケア事例検討＞

遠藤　里菜様（25）女性　　主病名：統合失調症

利用開始日：平成21年2月4日（1年1ヶ月）

治療計画　長期欠席中の為、月1回関係機関と連絡を取り、本人の様子確認を図っていく。

　　　　　また、本人への対応方法について関係機関と統一していく。

検討内容　本人の情報について共有を行う

本人の状態
· 主治医は八戸赤十字病院の医師。五戸のグループホームで生活中。三戸郡地域生活支援センター（担当：橘様）が援助を行っている。

· 集団の場で長時間過ごすことが出来ないとのことで、デイケア利用は拒否し、自宅療養中の状態。地域生活支援センターに相談に来られることが多いとのことだが、そこでも集団の場で過ごすことは難しく、個室で過ごしている状態。

· デイケア利用については、「まだ今は行けない」と話されているが、退所したいという意思はない様子。センター職員の方でも、デイケア利用は強要せずに様子をみていきたいとのこと。

· 本人の病状については、イライラすることが多く不安定だったとのこと。床屋の中からジロジロ見られていると感じて、窓に石を投げ付けたことがあったとの情報あり。その後は反省し、センター職員同伴で謝罪に行ったとのこと。内服調整をし、現在、病状は落ち着いている様子。

· 長期間デイケア通所出来ていない為、自立支援医療に登録しているサービスから、デイケアを除外したとのこと。利用出来るようになったら再登録予定。

今後の対応
· 治療計画は継続し、通所に関しては無理強いしないようにする。

· 三戸郡地域生活支援センターへの本人状態の確認・情報共有（月1回を目安）は継続して行っていくこととする。

＜通所利用者様情報＞

· 細越　定生　様～本日来所予定だったが、彼岸参りを行う為、欠席したいと連絡あり。自身の病

状や内服について触れることはなく、疎通良好。

· 巴　　勇樹　様～本日、空笑が目立っており、突然高笑いをすることが頻繁にある。周囲に影響

があることを説明しているが、本人止めることが出来ずにいる。喫煙要求も多い。

⇒病状の変化に注意し、本人の話を傾聴し、ストレスがある場合は軽減を図っていく。

· 町屋　譲二　様～本日も来所し、見学を行っている。本日はバスで通所したとのこと。正式利用

を前向きに考えているとのことで、今後、具体的な手続きの時期など、本人の意向を確認していく。

· 関　　秀治　様～先週金曜日の弥生祭りに、ご両親が見学に来られている（本人は不在）。スタ

ッフと両親とで面談を行っている。本人様について、疲れやすく真面目な性格であることは両親共に周知しているが、母親様は「頑張っているから」、父親様は「身体がなまっているから」と病識に差異がある。

· 種本　サハ　様～本日は歩いて通所している為、頑張って来たことを評価している。「年をとっ

たら歩けなくなるから」と本人話されている。

· 倉石　ヨシエ様～喫煙要求聞かれており、理由について問うと「腰に神様が来ているから」と話

されている。青風荘にも情報提供し、病状の変化に注意し、様子観察を行っていく。

· 馬渡　武光　様～上の入れ歯が割れたとのことで、下の入れ歯のみで食事を摂取している。明日、

歯科受診するとのことだが、状況を見ながら粥キザミ食も検討していく。

＜外来患者様情報＞

· 我満　奈津紀様～最近、掃除を怠けてしまうとのこと。娘様について、登校はするが、1人では校

門から入って行けないとのこと。娘様のことを考えると、ストレスで身体がだるく、食べ過ぎてしまうと話されている。

· 森田　清助　様～受診待ちで疲れるから2週間処方から3週間処方にして欲しいとのことだが、こ

のままで様子を見るように説明している。

· 田向　玲美　様～木曜日に休みたくなるとのことだが、週4日通所するように担当医より説明あり。

夜になると幻聴があり、鳥の声や「臭くない」という声が聴こえるとのこと。ロナセンが増薬出来ることを説明しているが、増薬せずに様子を見たいとのこと。また、子宮がしくしく痛むとのことで、明日、婦人科受診するとのこと。

＜弥生祭り振り返り＞

デイケア・デイナイトケア

○良かった点

· 合唱コンクールと作品作りを1つの行事として行った為、当日不参加のメンバーも作品を提出することで準備などに参加することが出来ていた。

· 作品投票が番号記入だった為、満足に文字が書けないメンバーでも簡単に投票することが出来た。また、作品作成者が匿名だった為、作品自体を見てもらうことが出来た。

· 行事を重ねるごとに、メンバー全体に「自分たちで行事を運営していく」という意識が芽生えてきているように感じられた。（合唱のリーダーや投票係など、役割や効率を考えながら行動することが出来ていた。欠員が出た場合、メンバー同士で話し合って対応している）

· 前日から作品展示をしていた為、当日参加しないメンバーも事前に投票することが出来た。また、メンバーが自分の作品と他者の作品を見比べることが出来ていた。

· 賞状が喜ばれていた。

· 作品を作成する期間（1ヶ月）が丁度良かった。

· 閉会式で、メンバー1人1人に自分の作品を紹介してもらったが、恥ずかしそうにしながらもきちんと説明することが出来ていた。

· 玄関に家族案内用のポスターを貼っていたことで、ご家族が迷わず施設に入ることが出来た。
· 合唱中の伴奏にて、歌の部分のみボリュームを小さく調整していたので、メンバーの声が聴こえやすかった。
○反省点・改善策

· 司会の立ち位置が隅の方で見えず、声も聴こえにくかった。

⇒司会は正面・ホワイトボード前に立ち、大きな声でもしくはマイクを使って話す。

· 進行が予定より早く、時間を持て余すメンバーもいた。

⇒時間に余裕が出来たメンバーや家族を対象に、革細工体験などを行うと良い。

· 進行内容（開会式、閉会式、合唱練習など）を具体的に決めていなかったので、進行がスムーズに行えなかった。

⇒詳細まで設定して企画を行う。

· 行事内容が合唱コンクールだった為、それを理由に欠席希望するメンバーがいた。

· 合唱中に私語があった為、事前に注意を呼びかけるべきだった。
· 全体的に装飾が少なかったため、少しでも壁や天井、ステージを華やかに装飾した方が良かった。
· 曲だけの音源を準備するのに手がかかった。

ナイトケア

○良かった点

· デイナイトケアメンバーが見学に来られており、世間話をしながら和気藹々と作業を行っていた。

· 事前の話し合いの時点では、行事の対してメンバーが乗り気ではなかったが、当日は楽しんで参加されていた。

· 鉢植えは、ガーデニングが出来るメンバーが中心となって行うことが出来ていた。

○反省点・改善策

· 夕食前にケーキ作り、夕食後に鉢植え作りとなっていたが、入浴利用の関係で企画内容の時間を変更している（夕食前に鉢植え、夕食後にケーキ作り）
















